
電子計算機研究会

第二回オープン授業 

変数と入出力



前回の復習問題
実行結果が以下のようになるプログラムの作成 

(ヒント:改行と空白を使用)



解答



変数
• 変数はプログラム実行中に値が変化するもので値を
保存する箱のようなもの。 

• 変数には型というものがあり、箱の中に保存したい
変数によってが変わる。 

• 型にはintや,double,Stringなど様々なものがある。
intには整数、doubleには任意の数値(小数点を含む
ことができる)、Stringには文字を保存することがで
きる。



・int型のaという変数を宣言(int型には整数を保存できる) 
・printlnの()内の””で囲まれた文字の後にaの値が表示される 
・printfの()内の%dという部分にaの値が表示される

例



実行結果



例



実行結果



演算子

• 和  + 

• 差  - 

• 積  * 

• 商  / 

• 余剰  %

計算を行うために用いる 
算術演算子 



演算子

• a = 0; (aに0を代入) 

• a = b; (aにbを代入、ただしbの値は変わらない) 

• a = a + 1(aにa自身を+1した値を代入)

代入演算子: =  
(等合の右側の値を左側の変数に代入する)

等がある



• 変数を二つ宣言し、演算子を用いて四則演算。

例



実行結果



インクリメントとデクリメント
•前置インクリメント ++a  aを+1する(先に+1する) 

•後置インクリメント a++   aを+1する(後に+1する) 

•前置デクリメント --a      aを-1する(先に-1する) 

•後置デクリメント a--      aを-1する(後に-1する) 



例

実行結果



算術演算子と代入演算子 
の組み合わせ

• a += 1; (変数aに+1する)  a = a + 1 と同じ 

• a -= 1; (変数aに-1する) a = a - 1と同じ 

• a *= 2; (変数aに2を掛ける) a = a * 2と同じ 

• a /= 2; (変数aを2で割る) a = a / 2と同じ 

• a %= 2; (変数aを2で割った余り) a = a % 2と同じ



例



実行結果



入出力

• import java.util.Scanner; 

• Scanner scanner = new Scanner(System.in); 

入力を行う際は上記の文が必要となる。



例

• number1 = scanner.nextInt(); 

でnumber1に自分自身が入力した値を代入する。 

• number2 = scanner.nextDouble(); 

でnumber2に自分自身が入力した値を代入する。(number2はdouble型なので、
nextDouble()になっている) 

• double型の場合printfの()内は%dではなく、%fを使用する。



実行結果

・緑の文字は自分が入力した値



練習問題1

• 変数aを2、bを5とし、それぞれの変数の二乗を足
した値を表示するプログラムを作成する。



解答



実行結果



練習問題2
• 入力した値を2倍し、それを表示するプログラムを
作成する

実行例



解答



練習問題3
• 半径3の円の面積、円周を表示、半径3の球の表面
積、体積を表示するプログラムを作成する。(πは
3.14とする)

実行例



解答



練習問題4
• 苗字を入力した後に、名前を入力し、その後年齢を
入力する。そして、年金をもらえるまでの年数が表
示されるプログラムを作成する。(年金は65歳でも
らえる)

実行例



解答


